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パラスポーツが切り開く産業復興 

～パラリンピックを契機とした新たなイノベーションの創出を～ 

 

東京 2020 オリンピック・パラリンピックでは、その成功を通じて東日本大震災などの災害被災

地の復興を推し進めることも期待されています。 

 

こうしたなかパラスポーツに欠かせない各種の義肢・装具、競技用の用具、器具の開発等に被災

地で事業を行う企業の技術、ノウハウなどをつぎ込み、実際に東京2020において使用されるよう、

関係者間の情報共有や事業連携体制の構築を急ぐ必要があります。 

 

そこでダイバーシティ研究所は、アスリートと義肢・装具、車椅子などパラスポーツで使用する

用具、器具の開発・製造者、被災地で事業を行う企業の関係者が具体的な連携の進め方、それによ

る被災地復興への貢献などを議論し、パラスポーツの振興による産業復興をめざすためのイベント

を企画しました。ご関心のある皆様方のご参加をお待ちしています。 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                           

概要は下記の URL をご参照ください。 

http://diversityjapan.jp/paraseminar180313/ 

 

 【本件に関する報道関係の問合せ先】 

一般財団法人ダイバーシティ研究所 

TEL：06-6390-7800 

Email：office@diversityjapan.jp 

 

※当プレスリリースは「新しい東北」官民連携推進協議会の事務局が協議会会員に代わって発信するものであり、内容に

ついてのお問合せは上記問合せ先へお願いします。 
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